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ための指導者養成を目的に開講しています。ための指導者養成を目的に開講しています。
　このたび、10月６日、第８期生となる 53人が卒業を迎えました。　このたび、10月６日、第８期生となる 53人が卒業を迎えました。

　

私
た
ち
の
社
会
で
は
、
差
別
は
い
け
な

い
と
い
う
意
識
は
広
ま
っ
て
き
た
も
の

の
、差
別
に
対
す
る
正
し
い
知
識
の
習
得
、

ま
し
て
や
差
別
問
題
の
解
決
に
向
け
た
実

践
と
な
る
と
ま
だ
ま
だ
十
分
で
な
い
の
が

現
状
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、鳥
取
市
解
放
大
学
は
、

あ
い
つ
ぐ
差
別
事
件
に
、
職
場
や
地
域
で

的
確
な
対
処
、
指
導
が
で
き
る
よ
う
、
部

落
問
題
解
決
に
向
け
た
指
導
者
を
養
成
す

る
た
め
、
平
成
３
年
に
開
講
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
部
落
問
題
を
基
軸
に
、
さ
ま

ざ
ま
な
人
権
問
題
へ
と
取
り
組
み
を
広
げ

な
が
ら
多
く
の
卒
業
生
を
送
り
出
し
て
き

ま
し
た
。

　

第
１
期
生
51
人
の
卒
業
か
ら
、
今
回
の

第
８
期
生
の
卒
業
ま
で
、
４
０
０
人
を
超

え
る
卒
業
生
が
誕
生
し
、
そ
の
多
く
が
、

地
域
、
そ
し
て
職
場
の
人
権
啓
発
の
推
進

員
と
し
て
取
り
組
み
を
続
け
、
現
場
の
第

一
線
で
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま

す
。

　

受
講
生
は
、
解
放
大
学
が
掲
げ
る
〝
気

づ
き
、
見
つ
め
直
し
、
新
た
な
自
分
づ
く

り
〞
を
目
標
に
、
２
年
間
学
習
を
続
け
て

き
ま
し
た
。

　

講
義
の
中
で
受
講
生
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

人
権
問
題
の
現
状
と
課
題
、
そ
し
て
講
師

自
身
の
生
き
様
か
ら
、
厳
し
い
差
別
の
現

実
と
そ
の
差
別
を
な
く
す
た
め
の
取
り
組

み
の
重
要
性
や
す
ば
ら
し
さ
を
学
び
ま
し

た
。
ま
た
、
現
地
学
習
で
は
、
講
義
で
学

ん
だ
実
例
を
目
の
当
た
り
に
し
、
差
別
の

実
状
を
肌
で
感
じ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
こ
れ
ま
で
学
ん
で
き
た
こ
と

を
基
に
、
自
分
の
思
い
や
考
え
を
自
分
の

言
葉
で
語
る
こ
と
の
大
切
さ
や
、
自
ら
の

課
題
と
真
正
面
か
ら
向
き
合
い
解
決
策
を

見
い
だ
す
と
い
っ
た
自
己
啓
発
学
習
を
行

い
ま
し
た
。

　

そ
の
集
大
成
と
し
て
仕
上
げ
た
の
が
、

「
差
別
の
な
い
社
会
を
め
ざ
し
て
〜
私
の

提
言
」
と
い
う
レ
ポ
ー
ト
で
す
。
こ
の
レ

解
放
大
学
の
歩
み

解
放
大
学
の
歩
み

ポ
ー
ト
に
は
、
受
講
生
一
人
ひ
と
り
が
心

か
ら
願
う
「
差
別
の
な
い
社
会
」
の
実
現

に
向
け
た
強
い
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

８
期
生
は
、
こ
れ
ら
の
提
言
を
胸
に
、

新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
り
、
職
場
へ
、
地

域
へ
羽
ば
た
き
、
人
権
の
輪
を
広
げ
て
く

れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

そ
し
て
、
み
な
さ
ん
も
一
緒
に
差
別
の

な
い
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、
で
き
る
こ

と
か
ら
は
じ
め
て
み
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先　

市
役
所
本
庁
舎
人
権
推

進
課
（
０
８
５
７
）
20̶

３
１
４
４

※
左
記
の
と
お
り
レ
ポ
ー
ト
の
一
部
分
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

羽
ば
た
け
第
８
期
生
！

羽
ば
た
け
第
８
期
生
！

学び、共感し、つながること学び、共感し、つながること

８期生のレポートから

◆差別を禁止する法律、罰則がないから「この程度◆差別を禁止する法律、罰則がないから「この程度
のことなら問題ない」「犯罪ではないからいい」といのことなら問題ない」「犯罪ではないからいい」とい
う意識につながっているのではないか。差別をなくう意識につながっているのではないか。差別をなく
すためには、差別を禁止する法律を早期につくるこすためには、差別を禁止する法律を早期につくるこ
とが必要。法律 (ルール )によりシステムが変わり、とが必要。法律 (ルール )によりシステムが変わり、
それは人々の意識を変える。それは人々の意識を変える。

◆私の地域には受け継いできた古きよき伝統が多く◆私の地域には受け継いできた古きよき伝統が多く
あるが、人権の視点から変えていきたい課題 ( 慣習あるが、人権の視点から変えていきたい課題 ( 慣習
) もある。息苦しい世間という社会は私自身が地域) もある。息苦しい世間という社会は私自身が地域
の一員としてつくっていることも自分の課題だと思の一員としてつくっていることも自分の課題だと思
っている。市民のだれもが身近な地域で人権を学び、っている。市民のだれもが身近な地域で人権を学び、
行動できる反差別・人権のサークルが、どの地域に行動できる反差別・人権のサークルが、どの地域に
も必要と思うし、つくりやすくしていくシステムもも必要と思うし、つくりやすくしていくシステムも
必要だと思う。そして、それらがネットワークで結必要だと思う。そして、それらがネットワークで結
ばれることで市民生活に広がり、差別のない社会づばれることで市民生活に広がり、差別のない社会づ
くりにつながると思う。くりにつながると思う。

◆人権問題の啓発という点で、マスメディアが果た◆人権問題の啓発という点で、マスメディアが果た
す役割もとても重要だと思う。毎日 10 分でも差別す役割もとても重要だと思う。毎日 10 分でも差別
問題の放送を流すことによって、正しい知識や、実問題の放送を流すことによって、正しい知識や、実
際に差別されている方々の生の声などを全国に届け際に差別されている方々の生の声などを全国に届け
ることができたら、もう少しみんなの意識もかわっることができたら、もう少しみんなの意識もかわっ
ていくのではないか。ていくのではないか。
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